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研究成果の概要（和文）：　真言宗の一流派である随心院流（随流）に属する随心院・善通寺・安住院に於いて、古典
籍の調査を行い、それぞれの経蔵の特徴などの解明に努めた。加えて他に10ヵ寺以上の寺院の経蔵を巡り、それぞれの
必要に応じて蔵書の調査を行っている。
　本研究では蔵書の全てを見通す悉皆調査の重要性を説き、一点一点の典籍の重要度に拘わらず典籍のデータ収集を行
った。また、現地での活動に重点をおき、地域文化との接点を大切にすることで、古典籍保存の重要性を説いている。

研究成果の概要（英文）：This research is conducted a survey of classic books which has been left to script
ure house of Zuishinin,Zentuuji and Anjuuin. In addition,we was tour of scripture house of  10 or more in 
the other temple. 
And in this research,I preach the importance of the inventory survey targeting all of the collection. And 
It is regardless in the importance of the book one by one. I believe it will lead to the preservation of t
he classic book by placing the emphasis on activities in the field. Because it becomes the point of contac
t with the local culture.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 研究代表者中山はこれまでに数多くの寺
院での文献調査を行ってきており、そこから
得られる調査成果が、文学に限らず、日本文
化全体に今後多大な資料提供源となる事を
身を以て体感してきた。しかし一方で、既存
の調査の有り方に違和感も禁じ得ず、また
日々進化する IT 環境を如何にこの分野にも
導入していくかといった課題も抱えていた。
幸いにも、「安住院蔵書調査を基盤とする西
国文化圏と伝播ルート解明に関する基礎的
研究」(科学研究費補助金 若手研究(Ｂ) H.19
～21 代表：中山一麿)が採択され、安住院に
おいて既存の方法に寄らない、独自の調査方
針を模索する機会を得た。しかし、安住院は
全くの未調査寺院でもあり、先ずは所蔵典籍
の分量確認や、調査を可能とする保存状態の
改善などが必要で有り、上記科研の間には、
比較的整理されていた貴重典籍の調書、及び
その他の写本群の番号付加と書名認定を行
う等々、基本環境の整備と一通り目を通すと
いう作業に終始した。折しも、20 年間継続さ
れてきた国文学研究資料館による善通寺調
査(国文学研究資料館文献資料調査 H.元～ 
担当：落合博志)も規模が縮小される時期に差
し迫っていた。更に、「小野随心院所蔵の文
献・図像調査を基盤とする相関的・総合的研
究とその展開」(科学研究費補助金 基盤研究
(Ｂ) H.17～19 代表：荒木浩)で一定の成果を
得た随心院の調査も平成 19 年に科研が終了
して以降、多くのやり残しを抱えたままであ
った。そこで、数年来これらの寺院調査に拘
わってきた中山が代表となり、3 寺院での調
査継続と関連寺院への調査拡大を目途とし
た科研を申請する事にした。 
 
２．研究の目的 
 随心院は真言小野流の一つである随流発
祥寺院であり法流伝授の伝法本山である。一
方、善通寺は元々は随心院門跡の支配下にあ
ったが、現在は随心院を含む真言宗善通寺派
の総本山となっている。また、安住院も現住
生駒啄一師が随流阿闍梨であり、随流末寺と
なっている。即ち、3 寺院ともに現在は随流
寺院となっているのであるが、その歴史は一
様では無い。そして、経蔵の成り立ちにもそ
のことは反映されていると考えられる。本科
研では、複数寺院の経蔵を調査することで、
経蔵というものの特徴や意義を捉え直そう
という事を一つの目的として設定した。 
 文学研究に寺院経蔵調査の成果が活用さ
れて以来既に久しい。この間、各所から最古
写本・散逸文献・新資料等の発見が相次ぎ、
学会に衝撃を与えた事も少なくない。これは、
既存の調査が歴史研究(古文書)中心であった
為、未調査の聖教類の中に文学関係の研究フ
ィールドが残されていたことに起因する。し
かし、膨大な聖教調査での貴重書発見はその
成果のほんの数パーセントに過ぎず、悉皆的
調査で得られる成果は、文学・歴史・宗教・

地域文化等に大いに資する内容を含んでい
る。にもかかわらず、調査後それらの文献を
活用した研究活動は十分行われているとは
言い難い。このような現状がどうして起こっ
ているのかという原因の解明と調査の在り
方の再検討も大きな課題として取り組んだ。 
 経蔵とは抑も通常では人目に触れる物で
も無く、それに関して考察しようとした場合、
現前する問題として多くの経蔵を見なくて
は特殊と一般の区別も出来ないという問題
に直面する。従って、上記 3 寺院に留まらず、
可能な限りの多くの寺院を調査対象とし、各
寺院での調査が有機的に結びつくような情
報収集・発信の有り型を検討していく事が重
要となってきた。これは研究期間中にも日進
月歩で進化するデジタル技術・IT 環境をどう
活用して進めて行くかということにも密接
に関わる問題となった。結果的には本科研で
最も労力を注いだ点でもある。 
 
３．研究の方法 
 寺院調査である故、基本的には対象寺院に
赴き、そこで古典籍の書誌情報を収集し撮影
を行うという事になる。次いで、それらを元
に目録を作成し、重要な典籍の翻刻や解題・
研究などを行うと言うのが通例であろう。し
かしこの既存の調査形態の非効率性やその
後の資料活用状況などの改善策の検討その
ものが本科研の目標とするところでもある。
従って、効率的な調査方法を構築する為に、
調書の作成方法や撮影の仕方、及びそれらの
公開の手段などの試行錯誤を繰り返した。具
体的には後述の研究成果に記す。 
 なお、調査は既に軌道に乗っている善通寺
などは日程調整をし、研究グループとして活
動を行ったが、はじめて行く寺院等は中山が
寺院との折衝、及び下調べを行った。寺院調
査はお寺側の許可があってはじめて行える
ものであり、お寺との信頼関係構築は非常に
重要である。特に地方寺院に於いては、何し
に来たのか怪訝に思われる事も普通であり、
また学術調査に非協力的な所も少なくない。
幸いに調査許可を得ても、典籍そのものの管
理状況が悪く、学術調査を行う以前の下作業
が膨大になる事も珍しくない。従って、これ
らの作業はアルバイト補助員を使い、その後
各専門に応じた研究者を招聘して行った。 
 
４．研究成果 
 
 随心院では当初、「小野随心院所蔵の文
献・図像調査を基盤とする相関的・総合的研
究とその展開」(科学研究費補助金 基盤研究
(Ｂ) H.17～19 代表：荒木浩)で行った識語集
成の続編を作成するための調査を行う予定
であったが、寺院側の事情もあり一時調査を
見合わせた。故に識語集成に関する調査は出
来なかったが、一方で以前から公開を期して
いた『別尊雑記』59 巻と『伝授類聚鈔』25
巻の全巻を撮影し、PDF による電子書籍とし



て出版できる状態にまでした。これは単なる
画像集ではなく、電子書籍ならではの機能と
して、目次と画像、及び大正新修大蔵経との
対応ページや校異を埋め込んだ研究資料と
して作り込んだ。また、元画像は現状の市販
デジカメ撮影としては最高レベルの画像で
撮影しており、PDF 版電子書籍と共に随心院
に寄贈した。これにより、貴重な原本を傷め
ること無くこれまで見ることがままならな
かった典籍が見られる環境を整えた。随心院
本『別尊雑記』は一部を除き鎌倉期の書写で
あり、また大正蔵底本の仁和寺本とは系統を
異にしていると考えられる。仁和寺本は重要
文化財でもあり原本閲覧は容易ではなく、随
心院本と書写時期が近い旧宝菩提院本が各
所に散逸してしまっている現在、随心院本は
纏まった鎌倉期写本として見られる貴重な
本である。カラーで見られる図像集として今
後の研究に資する所は大きいと考える。一方、
『伝受類聚抄』は高山寺の経弁が鎌倉期に勧
修寺流の伝授資料を集成したもので、当時の
勧修寺流の主な伝書の他、明恵以来の高山寺
の伝書などを引いており、宗内の事相資料と
してのみならず、歴史・文学・国語学等の文
化資料としての価値も高い。高山寺には経弁
自筆原本が残るが、高山寺本は 25 巻中 1 本
欠けており、更に状態が良くないと聞く。随
心院本は江戸期の書写ではあるが、非常に丁
寧に書写された伝本で、状態も非常に良く全
巻揃ってもいる。現状では『伝受類聚抄』に
関する写真も翻刻も公開されておらず、随心
院本を公開する事の意味は少なくない。 
 以上 2点は何れもそれなりに大部な聖教で
ある。しかも何れも巻子の裏表に記事が載っ
ており撮影はもちろん、PDF として作り込む
のにも労力を要した。資料的価値も高く、出
来れば直ぐに全面公開したいところではあ
るが、不正コピー等の問題もあり、現状では
随心院以外には信頼の於ける範囲での限定
配布に留めざるを得ない。 
 善通寺での調査は、『説話文学研究』第 44
号に｢特集 善通寺の経典・聖教｣として取り
上げた典籍の撮影、及び『総本山善通寺聖
教・典籍目録稿』（国文学研究資料館研究成
果報告, 平成 21 年度別冊）の補訂作業を継
続して行う事を主として行った。同時にこれ
まで調査した典籍の中から主要なものを選
び、撮影や詳細調書の作成等を行った。善通
寺の聖教は国文学研究資料館がモノクロマ
イクロ撮影とそのネット上での公開を継続
して行っているが、本科研では、より扱いや
すく、精緻なデジタルカラー撮影を行い、研
究資料としての共有を図った。当然ながら、
善通寺当局にも保存用として画像を寄付し、
研究資料としてのみならず様々な場面で活
用出来るように取りはからった。これまでに
善通寺聖教としてデジタル化したものは 571
書目 24158 ファイルに及んでいる。 
 なお、善通寺は近隣の寺院からの流入聖教
で膨大な量の経蔵を形勢しており、他所との

関連聖教の宝庫でもある。調査にあたっては
この点に留意し行った。既に紹介した『真友
抄』の書写者である妙智山正覚院の快澄に関
する聖教は他にも確認できるが、実際塩飽本
島にある正覚院を訪れると、快澄が当時の正
覚院の中興であり多くの聖教を書写してい
た痕跡がうかがえる。また、安住院龍豊に関
する典籍や、備前西大寺雲翁に関する典籍も
確認でき、備前と讃岐の結びつきが非常に強
かったことも資料的に確認できる。更に龍豊
や雲翁の元を辿れば、それらの典籍は高野山
成蓮院真源の伝書が中心となっていること
も解ってくる。また一方で、浄厳や蓮體とい
った新安流に係る聖教も多数確認できる。蓮
體自坊である地蔵寺（大阪）は「真言密教寺
院の所蔵文献と近世前中期の説話文学に関
する研究―地蔵寺を中心として」（基盤研究
(C)）代表研究者の山崎淳と共に調査してお
り、これらの聖教は聖教伝播を解明する上で
の貴重なデータとなり得る。更に随流聖教に
関して触れておくと、随流の根本聖教と思わ
れる典籍は随心院よりも善通寺に多く残っ
ていると言える。しかし、抑も中世に遡るよ
うな固有聖教が無く、流入聖教で形成される
善通寺経蔵に中世期書写の随流伝書があっ
たとは考えがたく、恐らく元々は随心院にあ
ったのでは無いかと考えられる。これは最後
の随流大成者である旭雅が善通寺の出身で
あった事にも関係すると思われるが、複雑な
両寺院の関係が経蔵内にも痕跡を残してい
ると言える。 
 安住院調査は、完全に独自の調査として行
い、様々な点で聖教調査の在り方を模索する
場となった。先ず、書誌カードをそれまでの
紙媒体から、PC での直接入力に変更した。こ
れに伴い最終的にどの様なデータベースに
するかという事まで考えた書誌項目の設定、
及び入力規則の制定を行った。目指したのは
将来的には、全ての寺院調査に対応可能な総
合目録の作成である。例えば、既存の調査で
は調査者の裁量に任されている、伝持書名や
聖教の法流種別などを新たな項目として加
える等の項目追加等を行った。しかし、あら
ゆる写本に対応しようとして項目を細分化
すると、結果的に該当記述無しの項目が増え
すぎて、作業効率が落ちるなどしたため、纏
められる項目は纏める等、試行錯誤を繰り返
した。冊子本と巻子本では、書誌項目の入力
順序が異なる為、入力タブを変える等の工夫
も行った。更に、入力フォームのままでは閲
覧に適さないので、閲覧ファームを別に作る
など、様々な問題の克服に努めた。 
 また、撮影に関してもそれまでの読めれば
良いという撮影をやめ、保存画像として堪え
うる画質を目指した。撮影台の自作や特注な
どもし、効率的に持ち運び出来て且つセッテ
ィングに極力時間を掛けない設備を構築す
るための試行錯誤を繰り返した。結果、現在
では撮影業者に外注するのと遜色ない撮影
が可能となっている。この事は研究効率の上



からも非常に重要で、即ち、聖教一つ一つを
どのように撮影するかという事を一々業者
と打ち合わせしなくて済み、且つ撮りたいと
きに必要な写真が撮れるのである。そして何
よりもコスト面ではプロの業者に依頼する
三分の一以下もかからない。これによって本
科研では、寺院に複製保存用として恒久的に
残せるデジタル画像を膨大に寄贈すること
が可能となった。しかしここまで撮影精度を
上げる目的は、これまで研究者毎にフリーハ
ンドで研究用に撮っていた画像では、個人の
研究メモに過ぎず、物を何度も痛めては寺院
にも後学の研究者にも何ら寄与しないとの
反省の上にある。特に許可さえあればネット
上での公開も可能となった昨今に於いては、
それに備えた画像を用意するのは公的資金
を使った研究ではもはや当然とせねばなる
まい。 
 如上の試行錯誤を繰り返しつつ、安住院の
調査は本科研で最も力点をおいて進めた。典
籍総数は約 1300 書目、3300 点余りの調書を
作成し、その 8割程度の撮影を終えた。これ
を元に仮目録の作成も行ったが、校訂には至
らず、識語の抜けも多い。また撮影も初期段
階のものは画質が良く無く、部分撮影のもの
もあり、保存には適さないものを含んでいる。
とは言え、現段階の成果を寺院に寄贈するこ
とで、今後の聖教管理と利用に大いに資する
事は間違いあるまい。 
 また、安住院では平成 25 年度中世文学会
秋季大会が岡山で開催されたのに合わせて、
「瓶井山禅光寺安住院研究者限定特別展観」
を行った。一日数時間限定で三日間のみの公
開であり、学会会場からはバスかタクシーに
なるにも拘わらず、52 名（中世文学会会員
36・寺院関係者 4・地元教育庁関係者 2・地
元博物館関係者 2・地元高校教諭 3・その他
の研究者 5）もの専門家の来場があった。本
展観で展示した典籍は40典籍余りであるが、
安住院寺誌に拘わる資料、会陽（はだか祭り）
に関する資料、密教関係古写本、中興増吽僧
正に関する資料、古筆切れ、絵巻物、大名･
公家に関する資料の 7ブロックに分け、主な
物には解説を附して展示を行った。当然なが
ら全て初公開で、大変多くの方々から素晴ら
しい展示であったとの賛辞を賜った。なお、
この展示に関する図録的なものも作成して
いるが、紙面にする予算はなく、データ公開
をするには画像流出の問題がある故、現状で
は寺院寄贈で留めるしかない。 
 さて、以上のような活動を行いながら、安
住院経蔵の特徴を簡略に述べておくと、凡そ
以下の 3つに分類できる。 
 Ⅰ．貴所からの流入と思われる貴重書を含
む寺院宝物類 
 Ⅱ．尊法・口傳・印信等からなる伝授資料
群 
 Ⅲ．内外典を含む版本群 
Ⅰには鎌倉中期写『源氏物語』断簡や室町中
期写『繪入り西行記』等をはじめとして注目

すべき典籍が含まれ、どうしてもそこに目を
奪われる。しかし、本科研で最も力点をおい
て取り組んだのは、Ⅱの資料群である。数量
的にもこれらが圧倒的に多く、しかも長年段
ボールに雑然と詰め込んで放置されてきた
為に痛みも酷く、湿気と虫に依る腐食を待つ
ばかりのような状態であったが、これらの悉
皆調査に取り組んできた。安住院聖教のほぼ
九割は近世の写本になるが、稀に中世に遡れ
るものが出てくる。そしてその中には会陽
（はだか祭り）に関する重要な資料や、増吽
自筆資料などの重要典籍も含まれていた。こ
れらは安住院の独自聖教であり、安住院や地
域の文化資料としても貴重な発見と言える。 
 さて、これらは悉皆調査を行う事で、発見
する事が出来たのであり、一点一点丹念に見
ていく悉皆調査が今後の寺院調査で重要で
ある事を改めて示したものである。とは言え、
このような重要典籍は、これまで 3500 点あ
まりの調査を行ってきた中のほんの一部の
典籍である。単純に計算して個別典籍として
研究に値いする典籍は１％に遙かに及ばな
い。個人の研究対象に限ってしまえばその確
率は更に低下する。つまり、時間・労力・財
力に比して、悉皆調査の研究効率は極めて悪
いと言わざるを得ない。即ち悉皆調査を行う
事の重要性は認識出来ても、非常に無駄な作
業が多いと言わざるを得ない。この点を解決
しない限り寺院調査が”お宝探し”と揶揄さ
れる事に反論出来まい。ところが悉皆調査を
行う事で自ずと見えてくることはその寺院
の経蔵にある典籍の中に、ある時代・ある
僧・ある種類に関連する典籍が集中して出て
くるという事である。これは即ち、経蔵とは
無秩序に体積した書庫ではなく、それぞれが
何らかの書群に属し、それぞれ理由をもって
集積している事に気づかされるのである。で
あるならば調査そのものも、この書群を把握
し経蔵内の典籍を書群で捉えるという方向
に目的意識を変える事で、悉皆調査ならでは
の新たな研究成果に繋がっていくと考えら
れる。この事は、偶然発見される一点の貴重
聖教を求める研究から、一点一点の典籍の情
報をデータ化し相対化する研究への移行を
意味する。逆説的に言えば、そうすることに
よってより多くの貴重書の発見にも繋がる
と言えよう。 
 その他、本科研で典籍の残存確認や調査な
どを行った寺院は、松尾寺・覚城院（以上、
香川）・佛教寺・備中国分寺・木山寺・無動
院・常楽院・遍照院・（以上、岡山）・極楽寺
（広島）・妙法寺（兵庫）・西福寺（京都）な
どが上げられる。この内、妙法寺では紺紙金
泥一切経の調査・撮影を行い、国分寺では高
松城水攻め等の資料にもなり得る『清水宗治
記』の撮影を行うと共に聖教類の悉皆調査に
取りかかっている。覚城院では聖教類保管状
況の改善に取り組んでおり、その後の悉皆調
査への環境整備を行っている。平成 27 年度
に開山 1200 年を迎える木山寺では、その記



念事業として寺内での宝物展示を目指して
おり、その基礎となる学術調査の準備に入っ
ている。西福寺では既に神道潅頂関連典籍の
調査が終わりつつあり、平成 26 年 8 月には
国文学研究資料館での展示、及び 12 月の佛
教文學会では西福寺神道潅頂書に関するシ
ンポジウムの開催が決定している。 
 本科研では、その地域の文化史と密接に絡
んだ寺院調査を行うことによって、地元文化
との結びつきが強くなり、地元の文化事業で
の講演依頼などもしばしば受ける事となっ
た。無動院（岡山県玉野市）では鉄眼版一切
経の虫干し作業を主導し、後にその時注目さ
れた増吽僧正石棺に関する取材記事が山陽
新聞（2014.1.19 朝刊）に掲載されるに至っ
たのもそう言った活動の一例である。 
 年間平均 60 日以上を現地での調査に費や
し、撮影と書誌データ収集を重点的に行った
4 年間であった。それらを元にした論考は各
研究者の関心に従って様々な媒体を介して
公表してきた（後掲）。一方で画像などの公
開には現状では様々な問題が絡んで、基本的
には多くのものを寺院内公開に留めざるを
得ない。 
 しかし所謂目に見える研究成果以上に、学
術調査とは全く無縁であったお寺や地域に、
「聖教」という言葉の説明からその意義を説
いて歩いた事は、日々失われていく古典籍の
保存に聊かなりとも貢献できたのではなか
ろうかと考えている。 
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